

















































　Recently, many psychotherapy clients show the tendency to have unclear neurotic structures, such as 
“developmental disabilities” or “atypical courses of development”. When meeting these clients, the therapist needs to 
be actively involved in bringing out clearly the clientʼs subjectivity, and to be conscious of the clientʼs understanding 
of the meaning of the word “commitment”. In an increasingly diverse society, and due to the rapid evolution of the 
Internet and IT, it is expected that clients may find “commitment” more difficult. Therefore, psychotherapists need 
to look back to individual clinical cases, and focus on “individuality”.
放送大学研究年報　第38号（2020）165-171頁









































































































































































































































































































































































































































































































































ン学会誌Vol. 46，No. 2，pp. 117-129
武田英明（2007）：Webのこれから─情報の共有から知の
統合へ─．電子情報通信学会誌Vol. 90，No. 5，pp. 
393-398
辻大介（2004）：若者の親子・友人関係とアイデンティテ
ィ─16～ 17歳を対象としたアンケート調査の結果か
ら─．関西大学社会学部紀要第35巻第２号．pp. 147-
159
宇野常寛（2011）：リトル・ピープルの時代．幻冬舎文庫．
pp. 94-101
参考文献
佐藤勝彦監修（2001）：「量子論」を楽しむ本。PHP文庫
スティーブンC.ヘイズ、カークD.ストローサル、ケリー
G.ウイルソン著（2014）：アクセプタンス＆コミット
メントセラピー（ACT）第２版─マインドフルな変
化のためのプロセスと実践─（武藤崇ら監訳）．星和
書店
（2020年10月30日受理）
文理閣．pp. 244-262
岩宮恵子（2010）：『遠野物語』と心理療法─異界と日常，
ネットとリアル．『新潮2010. 7』．新潮社
ユング，C .G .（1975）：人間と象徴　無意識の世界（上）
（河合隼雄監訳）．河出書房新社．pp. 19
河合隼雄（1992）：心理療法序説．岩波書店
河合俊雄（2011）：村上春樹の「物語」─夢テキストとし
て読み解く．新潮社
河合俊雄編（2013）：ユング派心理療法．ミネルヴァ書房．
p. 78
河合俊雄（2016）：発達の非定型化と心理療法（河合俊
雄・田中康裕編）．創元社．第１章・第６章
河合俊雄（2020）：心理療法家が見た日本のこころ─いま、
「こころの古層」を探る．ミネルヴァ書房．第３章
河合隼雄・村上春樹（1999）：村上春樹，河合隼雄に会い
に行く．新潮社
河合隼雄（2009）：心理療法序説．岩波書店
川上未映子（2009）：ヘヴン．講談社
北原知典（2018）：Commitするということ─シュレーデ
ィンガーの猫の仮設実験を題材に─．東洋英和女学院
大学心理相談室紀要2018　vol. 22．東洋英和女学院大
学心理相談室．pp. 86-95
鈴木謙介（2005）：カーニヴァル化する社会．講談社現代
文庫
171
